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弘前市民参画センター事業紹介「「「「ささささんんんんかかかかくくくくセセセセミミミミナナナナーーーー」」」」ほか Ｐ２・ Ｐ３

おとこの気持ち聞いちゃいました「「「「ミミミミッッッッケケケケ！！！！キキキキララララリリリリととととひひひひかかかかるるるる青青青青年年年年」」」」 Ｐ４

さんかくひとりごと「「「「身身身身近近近近ななななここここととととととととししししてててて考考考考ええええるるるる」」」」 Ｐ４

利用者・利用団体紹介「「「「青青青青森森森森県県県県若若若若者者者者ササササポポポポーーーートトトトスススステテテテーーーーシシシショョョョンンンン」」」」ほか Ｐ５

まなぼ「「「「弘弘弘弘前前前前市市市市男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画ププププラララランンンン」」」」第第第第２２２２回回回回 Ｐ６・７

本の紹介「「「「満満満満月月月月のののの夜夜夜夜、母母母母をををを施施施施設設設設にににに置置置置いいいいてててて」」」」 Ｐ８

センターからのお知らせ Ｐ８

も
し
も
、
こ
の
世
が

喜
び
ば
か
り
な
ら

人
は
決
し
て

勇
気
と
忍
耐
を
学
ば
な
い
で
し
ょ
う
。

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
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弘前市民参画センター事業紹介
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くくくく
セセセセ
ミミミミ
ナナナナ
ーーーー

７
月
29
日
、
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
で

今
年
度
第
１
回
さ
ん
か
く
セ
ミ
ナ
ー

「
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
弘

前
の
実
現
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
昨
年
度
策

定
し
た
「
弘
前
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
完
成
ま
で
の
経
緯
や
内
容
の
説
明

と
、
参
加
者
も
交
え
た
話
し
合
い
を
行

い
、
弘
前
市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

前
青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画

課
副
参
事
の
山
谷
文
子
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
プ
ラ
ン
の
策
定
に
か
か

わ
っ
た
青
森
県
立
保
健
大
学
教
授
の
佐

藤
恵
子
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
森
県
男

女
共
同
参
画
研
究
所
理
事
長
の
前
田
み

き
さ
ん
、
前
弘
前
市
市
民
と
の
協
働
推

９
月
９
日
、
第
２
回
さ
ん
か
く
セ
ミ

ナ
ー
を
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
災
害
時
の
要

援
護
者
支
援
と
男
女
共
同
参
画
」
と
題

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
代
表

理
事
で
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
石
井
布
紀
子
さ
ん

が
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

石
井
さ
ん
は
、
災
害
発
生
時
に
高
齢

者
や
乳
幼
児
な
ど
要
援
護
者
の
被
害
を

減
ら
す
取
り
組
み
と
し
て
、
で
き
る
だ

け
狭
い
地
域
単
位
で
一
時
集
合
場
所
と

避
難
時
の
約
束
事
を
決
め
て
お
く
こ
と

な
ど
を
提
案
。
「
近
所
の
支
え
合
い
で

命
が
救
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
、

普
段
か
ら
地
域
で
連
携
し
、
災
害
に
対

す
る
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ

と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
が
長
期
化
す
る
と
、
避

進
室
長
の
北
岡
聖
子
さ
ん
が
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
出
席
。
プ
ラ
ン
の
概
要
を
説
明

し
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
・
立
場

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
た

こ
と
や
、
よ
り
一
層
身
近
な
問
題
と
し

て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
目

指
し
た
こ
と
な
ど
、
策
定
に
あ
た
っ
て

苦
心
し
た
点
を
明
か
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
後
半
で
は
参
加
者
が
ふ

た
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
弘
前
市

で
男
女
共
同
参
画
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
べ
き
か
話
し
合
い
、
「
市
民
か
ら
は

た
ら
き
か
け
て
条
例
を
つ
く
る
」
「
各

町
内
会
で
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
」
な
ど
、

地
域
に
広
め
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

難
所
で
暴
力
や
犯
罪
が
起
き
や
す
く
な

り
、
女
性
と
要
援
護
者
が
被
害
に
あ
う

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
問
題
点
に
つ
い

て
、
石
井
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

「
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
役
員
に
は

女
性
が
少
な
く
、
要
援
護
者
の
視
点
で

発
想
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
に
対
策

が
遅
れ
る
。
女
性
の
意
見
を
よ
り
反
映

さ
せ
る
た
め
に
も
、
運
営
委
員
会
を
設

け
て
全
員
の
合
意
の
も
と
で
ル
ー
ル
を

つ
く
る
こ
と
が
不
可
欠
。
秩
序
の
あ
る

避
難
所
は
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
に
く
い
」

会
場
に
は
約
30
人
が
訪
れ
、
災
害
時

に
地
域
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
真
剣

に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

災害に備えた地域づくりや男女共同
参画と防災のかかわりについて学ぶ
セミナー参加者

（左から）山谷文子さん、北岡聖子
さん、前田みきさん、佐藤恵子さん

自らの体験や各地の
事例を交えて講演す
る石井布紀子さん

活発に意見が交わされた
グループでの話し合い
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22224444
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度度度度
第第第第
２２２２
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平平平平
成成成成
22224444
年年年年
度度度度
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やややや
ささささ
しししし
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推推推推
進進進進
セセセセ
ミミミミ
ナナナナ
ーーーー

９
月
30
日
、
「
ひ
と
に
や
さ
し
い
社

会
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
弘
前
市
総
合
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
パ
パ
が
作
る
お
い
し
い
ご
は
ん
・

マ
マ
は
ス
ッ
キ
リ
あ
ん
よ
せ
ら
ぴ
ー
」

と
題
し
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
子
育
て

中
の
家
族
に
、
日
頃
の
家
事
分
担
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
目
的
で

実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
約
10
家
族
が

参
加
し
ま
し
た
。
託
児
室
に
子
ど
も
を

預
け
た
後
、
料
理
研
究
家
の
福
士
る
み

子
さ
ん
の
指
導
で
パ
パ
が
昼
食
を
調
理

し
、
マ
マ
は
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
境

江
利
子
さ
ん
か
ら
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

平平平平成成成成2222４４４４年年年年度度度度ささささんんんんかかかかくくくくネネネネッッッットトトトつつつつどどどどいいいいのののの広広広広場場場場

９月８日、弘前市の子育てサポートシステ

ム「さんかくネット」の子育てサポーターと

子育て中の家族の交流会「さんかくネットつ

どいの広場」を市民参画センターで開催しま

した。

今回の広場では、みどり保育園副主任保育

士の小山洋詞子さんを講師に招き、牛乳パッ

クや輪ゴムなどの身近にあるものを利用した

おもちゃづくりを通して交流を深めました。

小山さんは工作の指導のほか、一時保育へ

の対応や訪問による育児相談など、みどり保

育園で行っている子育て支援の取り組みにつ

いて紹介しました。

また、近年の家庭での子育てについて「核

家族化により、祖父母などから子育ての情報

が得られない環境にあるようだ」と印象を述

べ、「育児の先輩でもある子育てサポーター

が自分の体験を話したり、相手の話をたくさ

料理に挑戦中のパパたちと
完成したオムライスの一例

三
児
の
母
で
も
あ
る
境
さ
ん
は
、

「
二
人
目
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
上
の

子
に
我
慢
さ
せ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

寂
し
い
思
い
を
さ
せ
た
と
思
う
」
な
ど

と
自
身
の
経
験
を
話
し
、
参
加
し
た
マ

マ
た
ち
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
導
と
子
育
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
調
理
室
で
は
三
角
巾
と
エ
プ

ロ
ン
を
身
に
つ
け
た
パ
パ
た
ち
が
オ
ム

ラ
イ
ス
な
ど
３
品
の
調
理
に
奮
闘
し
ま

し
た
。
参
加
者
同
士
で
相
談
し
た
り
、

盛
り
付
け
を
工
夫
し
た
り
し
な
が
ら
完

成
さ
せ
た
料
理
は
最
後
に
家
族
で
仲
良

く
完
食
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

マッサージ講習に参加したママたちと
講師の境さん（右から２人目）

ん聞いてあげることによって親も安心すると

思う」と、保育園などの施設だけではなく、

サポーターによる子育て支援も求められてい

る現状を説明しました。

おもちゃ作りを指導する小山さん（写真上・右）
と工作に夢中の親子（写真下）
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おとこの気持ち・さんかくひとりごと

30代・保健師・既婚

インタビューを終えて

～～～～ミミミミッッッッケケケケ！！！！キキキキララララリリリリととととひひひひかかかかるるるる青青青青年年年年～～～～

初対面は顔ではなく真っ白な歯に目がいった。

しばらく歯を見て話をしてしまった。大学では

93対７で女子が多い４年間…。よく出てくる言

葉が「恵まれている」「自然に慣れてきた」で

した。謙虚で誰にでも好かれる爽やかな青年、

きっと新生児のお父さんに頼りにされますね。

梅

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）という言葉も最近はよく見聞きするようになっ
た。一般的には「配偶者や恋人など親密な関係にある、またはあった者から振るわれる暴
力」という意味で使用されることが多い。人によっては親子間の暴力などまで含めた意味
で使っている場合もあり明確な定義はないようだ。内閣府では人によって異なった意味に
受け取られるおそれがある「ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」という言葉は正式
には使わず、「配偶者からの暴力」という言葉を使っている。

夫から妻へのＤＶが圧倒的に多いと思われるが、妻から夫へのＤＶも増えているらしい。

平成23年度内閣府の「男女間における暴力に関する調査」によると、暴力を受けたことが

あったと答えたのが女性32.9％に対し、男性18.3％だったという。

たまたま、妻から夫へのＤＶが増えているという放送を見た。さすがに殴る、蹴るなど
という暴力は少ないものの、物を投げる、相手をなじるなど言葉の暴力が多い。女性の場
合、育児や介護、仕事のストレスなどが重なった時に、自分の思い通りに事が運ばないと
攻撃的になってしまうことが多いとのこと。また、「周りにどのくらい必要とされている
か」というところに、自分の価値を見出す傾向があるため、子どもが独立したり、夫が出
世したりして、「取り残されている」という思いが募ると、感情が爆発してしまうことも
あるらしい。怒りをしずめる方法はいろいろあるが、相手の立場になること、自分を客観
的に見つめることでかなり改善できるらしい。女性がストレスを抱える状況に陥る原因に

もっと焦点をあてたら、もう少し見ごたえのある番組だったのに…。

「ＤＶなんて我が家には関係ない。」「ただの夫婦喧嘩よ。」などと

言っていられない。そもそも、ＤＶとはどういうことをいうのかをき

ちんと理解し、私たちひとりひとりが社会の問題として考えていかな

ければという思いに…。

～～～～ 身身身身 近近近近 なななな ここここ とととと とととと しししし てててて 考考考考 ええええ るるるる ～～～～

Ｑ．男女共同参画って知っていますか？

Ａ．職場で男女共同参画のチラシ(機関誌)を見て

知っています。

Ｑ．職場で男らしさを求められる事がありますか？

Ａ．仕事相手の言葉が暴力的な場合など、女性が

対応するのが好ましくないときは、その対応

は男性の仕事だと思う。あとは力仕事(笑)。

Ｑ．女性政治家・社長をどう思いますか？

Ａ．トップが女性だということはこだわらない。

その人の人柄や能力が適していれば良い。

Ｑ．自分でできる家事は何かありますか？

Ａ．共働きなので、家事は二人で分担していま

す。食器洗い、トイレ掃除、ゴミ捨ては主担

当です(ドヤ顔)。

Ｑ．人生のパートナーはどんなとき必要ですか？

Ａ．落ち込んだときや幸せを感じたいときです。

喜怒哀楽を共有し、同じ歩幅で人生の方向性

を決めたいと思っています。

Ｑ．近々家族が一人増えるそうですね。どんな子に

育てたいですか？育休は？

Ａ．男でも女でも健康ならそれで幸せです。育休

は職場の人数が少ないので無理なようです。
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利用者・利用団体紹介

ま
す
。
こ
の
一
環
で
弘
前
市
に
は
毎
週

木
曜
日
に
出
張
相
談
を
し
て
お
り
、
そ

の
会
場
に
弘
前
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
を

お
借
り
し
て
い
ま
す
。
（
別
会
場
と
い

う
事
も
有
、
要
確
認
）

〈
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

職
場
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
他
者
と
の
関
わ
り
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。

〈
職
場
ふ
れ
あ
い
事
業
〉

職
業
人
の
体
験
を
聴
い
た
り
、
職
場

見
学
を
行
う
こ
と
で
、
仕
事
に
対
す
る

楽
し
さ
に
気
づ
い
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
学
び
ま
す
。

弘
前
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
利
用
団
体
紹
介

働きたぁい！自立したい！

コミュニケーション講座の様子

〈
そ
の
他
〉

高
校
出
前
講
座
・
保
護
者
対
象
セ
ミ

ナ
ー
開
催
等

以
上
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
弘
前
地
域
で
は
相
談
希
望
者
が

多
い
た
め
、
本
年
度
よ
り
従
来
月
２
回

の
実
施
だ
っ
た
出
張
相
談
を
週
１
回
に

増
や
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
事

業
は
相
談
者
が
少
な
い
方
が
社
会
的
に

は
好
ま
し
い
の
で
す
が
、
職
業
的
自
立

を
目
指
す
た
め
の
ぺ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と

し
て
利
用
さ
れ
た
り
、
他
人
と
の
関
わ

り
が
苦
手
な
方
が
徐
々
に
克
服
し
て
い

く
様
子
に
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
た
り
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
「
就
職

し
た
！
」
と
の
知
ら
せ
は
非
常
に
喜
ば

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え
て
い
る

が
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
サ
ポ

ス
テ
に
お
問
い
合
わ
せ
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

青青青青
森森森森
県県県県
若若若若
者者者者
ササササ
ポポポポ
ーーーー
トトトト
スススス
テテテテ
ーーーー
シシシシ
ョョョョ
ンンンン

総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

酒
井
泰
幸

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

森

岩
樹

〈
電
話
〉
０
１
７
・
７
３
５
・
１
３
２
３

〈
総
合
相
談
〉

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
臨
床

心
理
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

「
学
校
を
卒
業
・
中
退
後
、

あ
る
い
は
仕
事
を
辞
め
た

後
、
一
定
期
間
無
業
の
状
態

に
あ
る
若
年
者
」
（
若
年
者
と

は
概
ね
40
歳
未
満
を
指
す
）

の
職
業
的
自
立
支
援
を
目
的

に
、
厚
生
労
働
省
お
よ
び
青

森
県
の
補
助
を
受
け
、
平
成

19
年
青
森
市
ア
ス
パ
ム
内
に

開
所
し
ま
し
た
。
青
森
県
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
サ
ポ
ス
テ
と
略
）
の
主

な
事
業
と
し
て
は
、
次
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

《
青
森
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
》

◆セセセセンンンンタタタターーーーのののの利利利利用用用用目目目目的的的的とととと利利利利用用用用頻頻頻頻度度度度はははは？？？？

年齢・男女問わずに誰でも気軽に参加できるインド

のヨーガをしています。今年の春から月２回程度夜

に利用しています。

◆利利利利用用用用ししししててててみみみみたたたた感感感感想想想想ををををおおおお聞聞聞聞かかかかせせせせくくくくだだだだささささいいいい。

センターの職員の皆さんがとても丁寧に対応してく

れて、心地よく使わせてもらっています。また、通

いやすい場所と、利用料金が安いのが魅力的です。

65才以上の人はよく利用しているように見えますが、

その下の世代はどうなのかな（？）という印象を受

けました。

◆セセセセンンンンタタタターーーーにににに望望望望むむむむここここととととははははあああありりりりまままますすすすかかかか？？？？

正直言って、私をはじめ仲間は、ほとんどこのセン

ターのことを知りませんでした。たまたま知り、春

から利用していますが、まだ知らない人が多いと思

いますので、これからもＰＲしていって欲しいと思

います。

◆「男男男男女女女女平平平平等等等等」」」」ににににつつつついいいいてててて感感感感想想想想ををををおおおお聞聞聞聞かかかかせせせせくくくくだだだだささささいいいい。。。。

言葉通りの平等はどうかな…。経済的な面や外から

のアクシデントがあったときは、男性が対応してい

ると思いますので、まだまだ男性主体のところがあ

るのではないでしょうか。

セセセセンンンンタタタターーーー利利利利用用用用者者者者にににに突突突突撃撃撃撃イイイインンンンタタタタビビビビュュュューーーー

50代・女性

突撃インタビューに気さくにお話
ししてくださいました。何事も自
然に受け入れているように感じら
れて、ついつい前からお知り合い
のような印象を受けてお話を聞か
せて頂きました。魅力的な女性で
した。

ｂｙ のん
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同同同同参参参参画画画画ププププラララランンンン
ああああふふふふれれれれるるるる弘弘弘弘前前前前のののの実実実実現現現現 ～～～～

生き方や価値観の多様性を認め、性別に関わりなくすべての人にとって

として「弘前市男女共同参画プラン」を策定しました。

ンを３回に分け紹介します。

施策の方向３
環環環環境境境境分分分分野野野野ににににおおおおけけけけるるるる
男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの推推推推進進進進

《主な取り組み》
★自主防災組織の育成・活動支援
★婦人防火クラブ、幼・少年消防クラブの活動支援
★女性消防団員数の増加

施策の方向２
高高高高齢齢齢齢者者者者、、、、障障障障ががががいいいい者者者者、、、、
外外外外国国国国人人人人がががが安安安安心心心心ししししてててて
暮暮暮暮ららららせせせせるるるる環環環環境境境境整整整整備備備備

《主な取り組み》
★障がい者の相談支援体制の充実と介護サービス相談体制の強化
★障がい者の雇用促進及び生活安定を図るため、障がい者を雇用す

る事業主に対し、奨励金交付
★市内在住の外国人留学生に対し経済的支援を行うとともに、地域

活動へ参加してもらうことで国際交流を推進し、外国人留学生が
生活しやすい環境を整備

【【【【重重重重点点点点目目目目標標標標９９９９ 高高高高齢齢齢齢者者者者、、、、障障障障ががががいいいい者者者者、、、、外外外外国国国国人人人人がががが安安安安心心心心ししししてててて暮暮暮暮ららららせせせせるるるるままままちちちちづづづづくくくくりりりり】】】】

施策の方向２
防防防防災災災災分分分分野野野野ににににおおおおけけけけるるるる
男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの推推推推進進進進

《主な取り組み》
★市民税の１％相当額を、様々な分野で自主的に活動している各

種団体に対し助成〔市民参加型まちづくり１％システム事業〕
★市の職員が行政の立場から地域とのパイプ役となって地域づく

りについて助言や協力するエリア担当制度を活用して、地域活
動を支援

★市民のボランティア活動を支援・推進するボランティア支援セ
ンター運営事業

【【【【成成成成果果果果目目目目標標標標】】】】…女性消防団員数を19(H23)から30(H28)とします。また、自主防災組織の
結成率を7%(H22)から20%(H25)とします。

基基基基本本本本目目目目標標標標ⅣⅣⅣⅣ 地地地地域域域域社社社社会会会会ににににおおおおけけけけるるるる男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの促促促促進進進進
地域社会において、年齢、障がいの有無、国籍に関わらず、男女ともに基本的人権を侵害されるこ

となく、安心して充実した日常生活を送ることができる環境整備を図ります。

【【【【重重重重点点点点目目目目標標標標８８８８ 男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの視視視視点点点点をををを踏踏踏踏ままままええええたたたた、、、、地地地地域域域域活活活活動動動動、、、、地地地地域域域域防防防防災災災災、、、、環環環環境境境境保保保保全全全全活活活活動動動動】】】】

施策の方向１
地地地地域域域域課課課課題題題題のののの解解解解決決決決にににに向向向向けけけけたたたた
取取取取りりりり組組組組みみみみへへへへのののの支支支支援援援援

《主な取り組み》
★弘前市ごみ処理基本計画に基づく循環型社会形成の促進
★ひろさき環境パートナーシップ21（市民・事業者主体の自立的

な任意組織）支援事業
★こどもエコクラブへ加入するなどのこどもの環境教育推進事業

施策の方向１
高高高高齢齢齢齢者者者者、、、、障障障障ががががいいいい者者者者、、、、

外外外外国国国国人人人人のののの自自自自立立立立・・・・生生生生活活活活支支支支援援援援

《主な取り組み》
★誰もが快適で安全・安心に暮らせるまちづくりを実現するため、

「やさしい街『ひろさき』づくり計画」を策定
★海外の自治体との人事交流やホームステイによる弘前の国際人

育成事業
★市役所の窓口サービスの充実

施策の方向２
生生生生活活活活上上上上のののの困困困困難難難難をををを抱抱抱抱ええええてててていいいい
るるるる人人人人々々々々のののの課課課課題題題題解解解解決決決決のののの支支支支援援援援

施策の方向１
ひひひひととととりりりり親親親親家家家家庭庭庭庭のののの
生生生生活活活活安安安安定定定定へへへへのののの支支支支援援援援

【【【【重重重重点点点点目目目目標標標標１１１１００００ 生生生生活活活活上上上上のののの困困困困難難難難にににに直直直直面面面面すすすするるるる男男男男女女女女へへへへのののの支支支支援援援援】】】】

《主な取り組み》
★ひとり親家庭の児童の健全育成を図るため、親の自立に向けた

支援体制の充実

《主な取り組み》
★個々の置かれた状況に配慮した相談・支援
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基本計画の進ちょく状況を客観的に評価するものとして、基本目標ごとに「成果

指標」を設定しています。この他、基本計画の進ちょく状況を評価する上での参

考として、具体的な事業にあたる主な取り組みについても「活動指標」を設定します。

これらの指標を基に、市民の代表等で組織するアドバイザリー会議で評価・点検し、その結果を市役所

の関係課へフィードバックして施策等に反映できるようにします。また、広報等を通じて市民に公表します。

基本目標Ⅰ 政策・方針決定過程での男女共同参画の促進…………………(第１回)で紹介済

基本目標Ⅱ 男女共同参画社会形成への意識づくりと定着…………………(第１回)で紹介済

基本目標Ⅲ 職場、家庭における男女共同参画の促進………………………(第２回)で紹介

基本目標Ⅳ 地域社会における男女共同参画の促進…………………………(第２回)で紹介

基本目標Ⅴ 一人ひとりの人権が尊重される社会の形成……………………(第３回)で紹介

職職職職場場場場、、、、家家家家庭庭庭庭ににににおおおおけけけけるるるる男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの促促促促進進進進
「男は仕事、女は家庭」に代表される固定的性別役割分担意識などにとらわれず、家庭生活に男性も積極

的に参加できるようこれまでの働き方を見直し、男女ともに多様な生き方を可能にする男女共同参画社会実
現に向けて、仕事と生活の調和のとれた生活を送り、男女ともに一人ひとりが自分らしい生き方を選択でき
る環境づくりを進めます。

基基基基本本本本目目目目標標標標ⅢⅢⅢⅢ

【【【【重重重重点点点点目目目目標標標標５５５５ 雇雇雇雇用用用用のののの場場場場ににににおおおおけけけけるるるる男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの推推推推進進進進】】】】

《主な取り組み》
★国、県やその他関係団体と連携し、講演会やセミナー
の開催、パンフレット等による理解の促進と定着

《主な取り組み》
★女性農業者の意見を聞く場の設定や普及啓発活動を実施
★農業者と市長が対話する「青空座談会」の開催
★家族経営協定締結を促進し女性の農業経営への参画を支援
★女性農業者のリーダーを育成するために研修活動を支援

《主な取り組み》
★ワーク・ライフ・バランスをテーマとしたセミナーや講座の開催
★市内企業のモデルとして、市男性職員の育児休業の取得推進

【【【【重重重重点点点点目目目目標標標標６６６６ 農農農農業業業業等等等等のののの場場場場ににににおおおおけけけけるるるる男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの推推推推進進進進】】】】

施策の方向１
男男男男女女女女雇雇雇雇用用用用機機機機会会会会均均均均等等等等法法法法

のののの定定定定着着着着促促促促進進進進

施策の方向２
女女女女性性性性のののの継継継継続続続続就就就就業業業業へへへへのののの

理理理理解解解解促促促促進進進進

施策の方向１
農農農農業業業業ににににおおおおけけけけるるるる

男男男男女女女女共共共共同同同同参参参参画画画画のののの推推推推進進進進

施策の方向１
ワワワワーーーークククク・・・・ラララライイイイフフフフ・・・・
ババババラララランンンンススススのののの理理理理解解解解促促促促進進進進

弘前市では、市民一人ひとりの自己実現を可能にするために、個人の

生きやすい男女共同参画社会の実現を目指して、より実効性のある計画

計画期間は平成24年から平成28年までの５年間とします。このプラ

○○○○基基基基本本本本理理理理念念念念とととと基基基基本本本本目目目目標標標標

○○○○基基基基本本本本計計計計画画画画のののの推推推推進進進進

【【【【重重重重点点点点目目目目標標標標７７７７ 仕仕仕仕事事事事とととと生生生生活活活活のののの調調調調和和和和（（（（ワワワワーーーークククク・・・・ラララライイイイフフフフ・・・・ババババラララランンンンスススス））））のののの推推推推進進進進】】】】

施策の方向２
多多多多様様様様ななななラララライイイイフフフフススススタタタタイイイイルルルルにににに
合合合合わわわわせせせせたたたた就就就就業業業業・・・・起起起起業業業業支支支支援援援援

《主な取り組み》
★失業者や離職者等に対する雇用機会を創出
★人材育成や情報提供など、起業しやすい環境づくりを推進
★店舗シェアリング支援事業で起業家を応援

本プランの基本理念を「一人ひとりの笑顔があふれる弘前の実現」とし、その達成
のために次の５つの基本目標を掲げ、男女共同参画社会の実現を目指します。

施策の方向３
子子子子育育育育てててて環環環環境境境境のののの整整整整備備備備

《主な取り組み》
★休日・夜間・早朝など保育時間の弾力化と学童保育体制の充実
★多機能の「まちなか子育て支援センター」の整備
★子育てサポートシステム運営事業

弘弘弘弘前前前前市市市市男男男男女女女女共共共共

【【【【成成成成果果果果目目目目標標標標】】】】…家族経営協定締結数(累計)を60(H23)から100(H25)とします。また、市男性
職員の育児休業の取得者を１人(H23)から２人(年度毎)を目標にします。

～～～～ 一一一一人人人人ひひひひととととりりりりのののの笑笑笑笑顔顔顔顔がががが
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弘弘弘弘前前前前市市市市民民民民参参参参画画画画セセセセンンンンタタタターーーー

〒036-8355 弘前市大字元寺町１番地13
TEL 0172-31-2500
FAX 0172-36-1822

開館時間 9:00～22:00
休館日 12月28日～１月３日

http：//www.city.hirosaki.aomori.jp/gaiyo/
shisetsu/kyouiku/htm_sankaku/framepage.htm

本 の 紹 介
タタタタイイイイトトトトルルルル

「「「「満満満満月月月月のののの夜夜夜夜、、、、

母母母母をををを施施施施設設設設にににに置置置置いいいいてててて」」」」

藤川幸之助 詩
松尾たいこ 絵
谷川俊太郎 対談

～～～～母母母母のののの声声声声ななななきききき心心心心をををを詩詩詩詩にににに～～～～

詩人・藤川幸之助さんのお母さまが認知症と

診断されてから20年になるという。その20年の

間、藤川さんは母のこと、父のこと、認知症の

ことを詩に書き続けてきたそうだ。母の介護は

父に任せっきりで、仕事にかまけていた自戒の

念や後ろめたさ、父の死後、介護を引き受ける

ようになってからのことなど。

ある日、お父さまから「病院で、お母さんは

アルツハイマー病だと言われたんよ」と告げら

れた。「お母さんのことは、おれ一人でしっかり

幸せにするけんね」と続けて話したという。そ

の言葉どおり、自らも心臓病を患いながら、認

知症のお母さまと命がけで生きていたそうだ。

朝起きてから夜寝るまで、優しく根気よく妻を

大切にしながら、ふたりの生活を淡々と繰り返

してきた父を見て、初めて、尊敬する人物は父

親だとはっきり言えるようになったという。

この詩集は、第一章～「母が、」・第二章～「父

と、」・第三章～「息子は、」・詩人の谷川俊太郎

さんとの対談・あとがきという構成になってい

る。本の帯に「『誰のために生きているのか、母

さん……』アルツハイマー病になった母に注が

れる、切なくて哀しくて優しい詩たち。」と書か

れていたが、その言葉がこの本の内容を言い尽

くしていると思う。

私は母の立場から読んでしまったので、アル

ツハイマー病初期の頃のお母さまの苦しみは？

と身につまされる思いを抱いた。読み手の立場

や年齢で感じ方がそれぞれだと思うが、身近に

起こりうる情景、思いが詰まっている詩集であ

る。

by komori

平成23年度利用状況報告

☆弘前市民参画センター

利用場所

利用者数

23年度 22年度

グループ活動室（有料） 15,209 14,691

ふれあいホール等（無料） 10,883 11,539

利用者数計（小計） 26,092 26,230

見学者 9 32

合計 26,101 26,817

利用団体

利用目的

公共団体 一般団体 合計

件数 人数 件数 人数 件数 人数

会議 26 583 306 3,767 332 4,350

講習会・研修会・
勉強会・講座 9 253 665 9,044 674 9,297

講演会・フォーラム 0 0 7 240 7 240

その他 10 628 44 694 54 1,322

合計 45 1,464 1,022 13,745 1,067 15,209
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活
動
室
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別

件
数
・
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数

編 集 後 記
友はいい！ここ数年、遠くに住む40年来の友人と年１回

の旅行を楽しんでいる。中学生の頃に戻ったようには

しゃぎまわり、３日間の行程をおおいに楽しむ。日常か

ら解放されて、友人と過ごす時間は格別である。「明日

からがんばれる！あなたがいてよかった！」と言って別

れる。来年の再会を約束して。 森

そ
の
他
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☆さんかくネット

中央法規出版 刊
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※
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利用件数
23年度 22年度

依頼件数 預かり人数 依頼件数 預かり人数

個人 666 837 751 854

団体 118 522 38 80

計 784 1,359 789 934

◎休館日のお知らせ◎
弘前市民参画センターは、１２月２８日（金）～
１月３日（木）まで休館します。
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